
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

京都橘大学 

公募推薦早期対策講座  

 

講師 岩野 圭晃 

国 語 
 

 



２
０
２
６
年
度 

京
都
橘
大
学 

公
募
推
薦
早
期
対
策
講
座 

国
語 

【
出
題
傾
向
の
分
析
】
知
識
・
読
解
問
題
と
も
に
極
端
な
難
問
は
な
く
、
基
本
か
ら
標
準
レ
ベ
ル
の
問
題
が
中
心
！ 

 

２
０
２
５
年
度 

公
募
推
薦
基
礎
テ
ス
ト 

11
月
14
日
実
施
分
よ
り 

          

１ 

文
章
を
読
み
解
く
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。➪

 
文
脈
を
丁
寧
に
追
い
ま
し
ょ
う
！ 

２ 

Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
で
総
数
の
半
分
を
占
め
る
。➪

 

知
識
の
定
着
を
図
り
ま
し
ょ
う
！ 

 【
出
題
内
容
の
分
析
】 

公
募
推
薦
基
礎
テ
ス
ト
は
、
「
知
識
定
着
率
」
と
「
読
解
力
」
の
二
点
を
は
か
る
問
題
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
現
代
文
は
、
日
本
の
社
会
や
文
化
、
あ
る
い
は

西
洋
・
現
代
思
想
に
関
す
る
内
容
が
多
い
。 

 【
対
策
】
国
語
に
関
す
る
総
合
的
な
知
識
と
正
確
な
読
解
力
が
必
要
！ 

１ 

漢
字
問
題
集
、
近
現
代
文
学
史
（
問
題
集
）
を
そ
れ
ぞ
れ
１
冊
仕
上
げ
て
、
漢
字
や
表
現
、
近
現
代
文
学
史
の
幅
広
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
。 

２ 

教
科
書
や
入
試
現
代
文
、
新
聞
の
社
説
な
ど
を
読
ん
で
、
日
本
社
会
の
問
題
を
知
る
。 

３ 

物
語
で
は
な
く
、
評
論
の
よ
う
な
論
理
的
な
文
章
を
読
ん
で
、
指
示
語
の
指
示
内
容
を
正
確
に
と
ら
え
る
、
ま
た
接
続
語
の
使
い
方
を
習
得
す
る
。 

４ 

問
題
数
を
こ
な
す
こ
と
で
、
実
戦
力
の
向
上
と
読
解
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。 

Ⅳ 

国
語
常
識 

Ⅲ 

漢
字 

Ⅱ 

文
学
史 

Ⅰ 

現
代
文 

出
題
構
成 

出
題
範
囲 

解
答
方
式 

試
験
時
間 

慣
用
表
現
な
ど
（
５
） 

 
２
０
２
３
年
度 

四
字
熟
語 

同
音
異
字
な
ど
（
５
） 

近
現
代
文
学
史
（
５
） 

接
続
語
補
充
（
４
） 

語
句
補
充
（
４
） 

省
略
文
挿
入
（
１
） 

語
句
説
明
（
１
） 

内
容
合
致
（
２
） 

 

12
問 

Ⅰ 

現
代
文 

Ⅱ 

文
学
史 

Ⅲ 

漢
字 

Ⅳ 

国
語
常
識
（
計
100
点
） 

現
代
の
国
語
、
言
語
文
化
〈
古
文
・
漢
文
を
除
く
〉 

マ
ー
ク
式
（
27
問
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
０
２
４
・
２
０
２
３
年
度
（
27
問
） 

２
科
目
80
分 

15
問 



【
読
解
力
に
つ
い
て
】 

読
解
と
は
、
言
葉
が
指
し
示
す
意
味
の
範
囲
を
正、
し
く
つ
か
む

、
、
、
、
、
こ
と
で
あ
る
。
意
味
の
範
囲
を
決
定
す
る
う
え
で
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
、
言
葉
と
言
葉
、

文
と
文
を
正、
し
く
つ
な

、
、
、
、
ぐ、
こ
と
で
あ
る
。 

 【
問
題
別
解
法
】
２
０
２
５
年
度 

公
募
推
薦
基
礎
テ
ス
ト 

11
月
14
日
実
施
分
よ
り 

① 

接
続
語
補
充
（

Ⅰ 
問
１ 

あ
） 

 
 

 

ス
ピ
ノ
ザ
に
は
、
自
ら
が
受
け
取
っ
た
い
か
な
る
知
識
を
も
批
判
的
に
検
討
し
、
そ
こ
に
矛
盾
を
見
出
す
や
そ
の
矛
盾
を
手
が
か
り
に
し
て
整
合
的
な
解
釈
や
考
え
方
を
作
り

出
す
こ
と
の
で
き
る
知
性
が
備
わ
っ
て
い
た
。…

…

。
ス
ピ
ノ
ザ
は
幼
い
頃
か
ら
聖
書
に
つ
い
て
の
徹
底
し
た
教
育
を
受
け
た
が
、
そ
の
教
え
に
対
し
て
距
離
を
取
り
、
そ
れ
を

批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 
 

、
そ
の
中
に
あ
る
矛
盾
を
手
が
か
り
に
し
て
、
整
合
的
な
解
釈
や
自
ら
の
考
え
方
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

答 

③ 

ま
た 

▼
「
形
式
関
係
」
と
「
内
容
関
係
」
の
二
点
で
解
く
。 

 

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】
呼
応
、
、
の
関
係
で
解
く
か
、
形
式
、
、
の
関
係
で
解
く
か
、
内
容
、
、
の
関
係
で
解
く
か
。 

② 

語
句
補
充
（

Ⅰ 

問
２ 

Ａ
） 

人
は
あ
る
思
想
に
出
会
っ
た
時
、
そ
の
由
来
を
求
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。…

…
。
だ
が
真
の
哲
学
者
の
思
想
と
い
う
の
は
ど
こ
か
に 

 
 
 

 

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。 

 

 

答 

① 

還
元 

▼
「
形
式
関
係
」
と
「
内
容
関
係
」
の
二
点
で
解
く
。 

 

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】
形
式
、
、
の
関
係
で
解
く
か
、
内
容
、
、
の
関
係
で
解
く
か
。 

③ 

省
略
文
挿
入
（

Ⅰ 

問
３
） 

〈
省
略
文
〉 

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
聖
書
を
読
ん
で
い
た
時
の
よ
う
に
、
そ
（
＝
デ
カ
ル
ト
哲
学
）
の
中
に
矛
盾
や
不
徹
底
を
見
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 



〈
本 

文
〉 

…
…

ス
ピ
ノ
ザ
は
、
こ
の
最
新
の
、
そ
し
て
近
代
哲
学
そ
の
も
の
を
開
く
こ
と
と
な
っ
た
哲
学
（
＝
デ
カ
ル
ト
哲
学
）
を
徹
底
し
て
読
ん
だ
に
違
い
な
い
。（ 

② 

） 

  
 

答 

② 

 

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】
⑴
省
略
さ
れ
て
い
る
文
を
要
素
に
分
け
て
、
⑵
キ
ー
ワ
ー
ド
を
見
つ
け
る
。
⑶
本
文
の
内
容
と
照
合
す
る
。 

④ 

語
句
説
明
（

Ⅰ 
問
４
） 

〈
設 

問
〉 

「
デ
カ
ル
ト
の
『
コ
ギ
ト
命
題
』
を
ス
ピ
ノ
ザ
は
ど
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
か
」
を
説
明
す
る
。 

〈
本 

文
〉 

…
…

。
ス
ピ
ノ
ザ
は
つ
ま
り
、
コ
ギ
ト
命
題
は
実
際
に
は
、「
考
え
る
た
め
に
は
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
大
前
提
）、「
と
こ
ろ
で
私
は
考
え
て
い
る
」（
小
前

提
）
、
「
故
に
私
は
存
在
し
て
い
る
」（
結
論
）
と
い
う
三
段
論
法
で
あ
る
の
に
、
最
初
の
大
前
提
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

  
 

答 

④ 

「
私
は
考
え
る
、
故
に
私
は
存
在
す
る
」
と
い
う
命
題
は
、「
考
え
る
た
め
に
は
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
前
提
の
上
に
成
立
し
て
い
る
が
、
デ
カ
ル
ト
は

こ
の
前
提
（
＝
最
初
の
大
前
提
）
を
省
略
し
て
い
る
と
い
う
批
判
。 

 

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】
⑴
説
明
す
べ
き
言
葉
を
つ
か
み
、
⑵
文
脈
を
た
ど
る
。
⑶
答
え
に
な
る
選
択
肢
は
表
現
を
変
え
て
く
る
（
こ
と
が
多
い
）
。 

⑤ 

内
容
合
致
（

Ⅰ 

問
５ 

選
択
肢

④
） 

〈
選
択
肢
〉 

ス
ピ
ノ
ザ
の
知
性
と
は
自
ら
が
受
け
取
っ
た
知
識
を
批
判
的
に
検
討
し
、
そ
こ
に
矛
盾
を
見
出
し
、
そ
の
矛
盾
を
手
が
か
り
と
し
て
整
合
的
な
考
え
方
を
作
り
出
す

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。 

〈
本 

文
〉 

ス
ピ
ノ
ザ
に
は
、
自
ら
が
受
け
取
っ
た
い
か
な
る
知
識
を
も
批
判
的
に
検
討
し
、
そ
こ
に
矛
盾
を
見
出
す
や
そ
の
矛
盾
を
手
が
か
り
に
し
て
整
合
的
な
解
釈
や
考
え

方
を
作
り
出
す
こ
と
の
で
き
る
知
性
が
備
わ
っ
て
い
た
。 

  
 

答 

〇
（
本
文
の
内
容
に
合
う
も
の
） 

 

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】
⑴
選
択
肢
の
文
を
要
素
に
分
け
て
、
⑵
本
文
の
内
容
と
照
合
す
る
。
⑶
答
え
に
な
る
選
択
肢
は
表
現
を
変
え
て
く
る
（
こ
と
が
多
い
）
。 



⑥ 

近
現
代
文
学
史
（

Ⅱ 

１
） 

 
 
 
 

 

の
小
説
を
翻
訳
し
た
『
あ
ひ
ゞ
き
』
の
訳
者
は
二
葉
亭
四
迷
で
あ
る
。 

  
 

答 
① 
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ 

 

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】
内
容
に
つ
い
て
知
識
、
、
で
解
く
。 

⑦ 

漢
字
（

Ⅲ 

１
） 

顧
客
に
あ
わ
せ
て
お
得
な
プ
ラ
ン
を
テ
イ
ジ
す
る
。
提
示 

  
 

答 

② 

カ
バ
ン
を
肩
か
ら
サ
げ
る
。
提
げ
る 

 

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】
内
容
に
つ
い
て
知
識
、
、
で
解
く
。 

⑧ 

慣
用
表
現
（

Ⅳ 

１
） 

息
子
に
は
、
何
事
も
金
で
解
決
す
る
よ
う
な 

 
 
 

 

人
に
は
、
な
ら
な
い
で
ほ
し
い
。 

  
 

答 

③ 

腸
は
ら
わ
た

が
腐
っ
た 

 

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】
内
容
に
つ
い
て
知
識
、
、
で
解
く
。 

    

受
験
は
、
自
己
表
現
の
舞
台
で
あ
る 

フ
ァ
イ
ト
！
受
験
生 



 

 

 


	20250803_京都橘大学_国語_教材_岩野先生
	20250803_表紙_岩野先生
	空白ページ
	空白ページ



